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「文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法律」及び

「文化財保護法の一部を改正する法律」等の施行について（通知）

このたび「文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法律」及び「文化財保護法

の一部を改正する法律」が、平成１４年７月３日法律第８１号及び第８２号をもっ

て公布され、同年１２月９日から施行されることとなりました（別紙１ 。）

これらの法律は、文化財の不法な輸入、輸出及び所有権移転を禁止し及び防止す

る必要性を踏まえて締結された「文化財の不法な輸入、輸出及び所有権移転を禁止

し及び防止する手段に関する条約 （以下｢条約｣という （別紙２）の適確な実施を」 。）

確保するために、条約上求められている義務を担保するための国内措置を定めるも

のです。

また、これらの法律の施行のため､ 「国宝、重要文化財又は重要有形民俗文化財

の管理に関する届出書等に関する規則等の一部を改正する省令 （別紙３）を､平成」

１４年１０月３０日文部科学省令第４３号をもって公布したところであり、同年

１２月９日から施行することとしています。

これらの法律等の内容及び留意事項は下記の通りですので、十分に御了知の上、

文化財の不法な輸出入等の規制に向けた御理解と御取組をお願いします。

都道府県知事及び都道府県教育委員会におかれては、域内の市町村長、市町村教

育委員会、美術館、博物館、所轄宗教法人に対し、これらの法律等の内容及び留意

事項を御周知下さいますようお願いします。



記

１ 文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法律

（１）特定外国文化財の輸入規制

ア 締約国の博物館等から盗取された文化財を「特定外国文化財」として、外

務大臣の通知を受けて文部科学大臣が経済産業大臣との協議を経て指定する

こととしたこと （第３条関係）。

イ 特定外国文化財の輸入については、外国為替及び外国貿易法（昭和２４年

法律第２２８号）による輸入承認事項とし、我が国内への流入を防止するこ

ととしたこと （第４条関係）。

（注１） 第３条の特定外国文化財は､条約第１条の規定に基づき締約国が指

定した物件であり､条約第７条（ｂ （ⅰ）に規定する施設から盗取さ）

れたものでなければならない。

（注２） 第３条第２項を踏まえ、特定外国文化財の名称、原産国、所蔵施

設、特徴等について、文部科学省令において規定することとしてい

る。

（注３） 附則第２項により、第３条の規定は､この法律の施行前に盗取され

た文化財については適用されない。

（注４） 特定外国文化財の輸入が認められることは基本的にはありえず、

また承認を受けずに特定外国文化財を輸入した者は外国為替及び外

国貿易法、関税法（昭和２９年法律第６１号）により処罰されるこ

とがある。

（２）特定外国文化財に係る善意取得の特則

特定外国文化財の盗難の被害者については、民法(明治２９年法律第８９号)

（ ）で認められている善意取得者に対する回復請求期間の２年間 同法第１９３条

を、代価弁償を条件として１０年間に延長することとしたこと。ただし､ 当該

特定外国文化財が我が国に輸入された後に第３条第２項により指定されたもの

であるときは、善意取得の特則は適用されないこと （第６条関係）。

（注） 特に美術館、博物館が文化財を取得する場合は、博物館の国際的な民

間組織である国際博物館会議（ＩＣＯＭ）が定めた倫理に関する規程等

を参考に十分注意することが必要である （別添参照）。

（３）その他

ア 条約第１条（a）から（ｋ）までに掲げる分類に属する物件のうち､文化財

保護法（昭和２５年５月３０日法律第２１４号）に基づいて指定された重要

文化財、重要有形民俗文化財及び史跡名勝天然記念物について、亡失又は盗

難の届出があったときは、文化庁長官はその旨を官報で公示し、当該国内文

化財が条約第７条(b)(i)に規定する施設から盗取されたものであるときは、

外務大臣はその内容を外国に通知することとしたこと （第５条関係）。



イ 教育活動、広報活動等を通じた、国民の理解を深める等のための措置を講

ずることとしたこと （第７条関係）。

（注１） 附則第３項により、第５条の規定は､この法律の施行前に盗取され

た文化財については適用されない。

（注２） 学校教育、社会教育を通じて、文化財の不法な輸入､輸出及び所有

権移転の防止に関して、国民の理解を深めることが期待される。

２ 文化財保護法の一部を改正する法律

重要有形民俗文化財の輸出について、届出制を許可制に改めるとともに、当該

許可を受けないで重要有形民俗文化財を輸出した者は、３年以下の懲役若しくは

禁錮又は５０万円以下の罰金に処することとしたこと （改正後の文化財保護法第。

５６条の１３の２関係）

３ 国宝、重要文化財又は重要有形民俗文化財の管理に関する届出書等に関

する規則等の一部を改正する省令

「文化財保護法の一部を改正する法律」において重要有形民俗文化財の輸出が

届出制から許可制に改められたことに伴い、関係規則を改正するものである。

（１） 国宝、重要文化財又は重要有形民俗文化財の管理に関する届出書等に関す

る規則の一部改正

・ 重要有形民俗文化財の所在の場所の変更について届出を要しない場合を、

許可を受けて輸出をする場合に改正することとしたこと （改正後の規則第９。

条関係）

（２） 国宝又は重要文化財の現状変更等の許可申請等に関する規則の一部改正

・ 題名を｢国宝又は重要文化財の現状変更等及び輸出並びに重要有形民俗文化

財の輸出の許可申請等に関する規則｣に改めることとしたこと。

・ 国宝又は重要文化財の輸出の許可申請の際の申請書の記載事項及び添付書

類を定めることとしたこと （改正後の規則第３条及び第４条関係）。

・ 重要有形民俗文化財の輸出の許可申請の際の申請書の記載事項及び添付書

類を定めることとしたこと （改正後の規則第５条及び第６条関係）。

・ 許可に係る輸出を終了したときの文化庁長官への報告を定めることとした

こと （改正後の規則第７条関係）。

（注） 重要有形民俗文化財の輸出の許可申請の際の申請書の記載事項及び添
付書類を省令で規定したことに伴い、文化財保護法第４４条但書の規定
に基づく国宝又は重要文化財の輸出の許可申請の際の申請書の記載事項
及び添付書類について省令で明文化することとしたものである。なお、
附則第２項により、省令の施行の際現に同条但書の規定によりされてい
る許可申請については、従前の例による。



（３） 重要有形民俗文化財の現状変更等、輸出及び公開の届出等に関する規則の

一部改正

・ 題名を｢重要有形民俗文化財の現状変更等及び公開の届出等に関する規則｣

に改めることとしたこと。

・ 文化庁長官への輸出の届出に関する条項を削ることとしたこと （改正後の。

規則第２条関係）

（参考） 文化財の不法な輸入、輸出及び所有権移転を禁止し及び防止する手段に

関する条約

○ 主な内容

（１） 他の締約国の博物館等から盗取された文化財（所蔵品目録に属するこ

） 。（ （ ）（ ））とが証明されたものに限る の輸入を禁止すること 第７条 ｂ ⅰ

（２) 原産国である締約国の要請により （１）の文化財の回復及び返還につ、

いて適当な措置をとること。ただし、善意の購入者に対して適正な補償

金が支払われることを条件とする （第７条（ｂ （ⅱ ）。 ） ）

（３） 自国の文化財の輸出には許可を受けることを義務付け、輸出許可書の

ないものの輸出を禁止すること （第６条）。

担当 文化庁文化財部伝統文化課企画係

電話 03- 5 2 5 3 - 4 1 1 1（内線286 4）



文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
条
約

（
以
下
「
条
約
」
と
い
う

）
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
盗
取
さ
れ
た
文
化
財
の
輸
入
、
輸
出
及
び
回
復
に
関
す

。

る
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
文
化
財
」
と
は
、
国
内
文
化
財
及
び
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
外
国
（
以
下
「
外
国
」
と
い
う

）
が
条
約
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
物
件
を
い
う
。

。
２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
内
文
化
財
」
と
は
、
条
約
第
一
条

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
分
類
に
属
す
る
物
件
の
う
ち
、
文

(a)

(k)

化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、

同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
い
う
。

（
特
定
外
国
文
化
財
）



第
三
条

外
務
大
臣
は
、
外
国
か
ら
、
条
約
第
七
条

に
規
定
す
る
施
設
か
ら
文
化
財
が
盗
取
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た

(b)
(i)

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
文
部
科
学
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
文
化
財
を
、
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
外
国
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
四
条

特
定
外
国
文
化
財
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十

八
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
届
出
の
公
示
等
）

第
五
条

文
化
庁
長
官
は
、
国
内
文
化
財
に
つ
い
て
文
化
財
保
護
法
第
三
十
三
条
（
同
法
第
五
十
六
条
の
十
二
、
第
七
十
三
条

の
二
及
び
第
七
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
亡
失
又
は
盗
難
に
係
る
も
の
に
限
る

）
が
あ

。

。

っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
国
内
文
化
財
が
条
約
第
七
条

に
規
定
す
る
施
設
か
ら
盗

(b)
(i)



取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

外
務
大
臣
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
遅
滞
な
く
外
国
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
外
国
文
化
財
に
係
る
善
意
取
得
の
特
則
）

第
六
条

特
定
外
国
文
化
財
の
占
有
者
が
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
九
十
二
条
の
条
件
を
具
備
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
三
条
第
一
項
の
盗
難
の
被
害
者
は
、
同
法
第
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
回
復
の
請
求
に
加
え
、

盗
難
の
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
後
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
に
あ
っ
て
は
、
当
該
占
有
者
に
対
し
て
こ
れ
を
回
復
す

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
外
国
文
化
財
が
本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
後
に
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
は
、
被
害
者
は
、
占
有
者
が
支
払
っ
た
代
価
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
理
解
を
深
め
る
等
の
た
め
の
措
置
）

第
七
条

国
は
、
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
の
防
止
に
関
し
、

国
民
の
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
そ
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
盗
取
さ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
亡
失
し
又
は
盗
取
さ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。



文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
、
又
は
こ
れ
を
輸
出
し
」
及
び
「
、
又
は
輸
出

し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
輸
出
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
百
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
六
条
の
二

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
違
反
し
、
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け
な
い
で
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

を
輸
出
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

こ

附

則

こ
の
法
律
は
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
条
約
が
日
本
国

に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。



○

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

改

正

案

現

行

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

第
五
十
六
条
の
十
三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又

第
五
十
六
条
の
十
三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
若

は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状
を
変
更
し

し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
こ
れ
を
輸
出
し
よ
う
と

、
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に

す
る
者
は
、
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、

、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け

又
は
輸
出
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の

と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

限
り
で
な
い
。

だ
し
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁

２

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁

長
官
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
又
は
保
存

長
官
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
若
し
く
は

に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
又
は
輸
出
に
関
し
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は

、
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
条
の
二

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
違
反
し
、
文
化
庁
長
官
の

許
可
を
受
け
な
い
で
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

こ



文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
条
約

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
は
、
千
九
百
七
十
年
十
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で
パ
リ
に
お
い
て
そ
の
第

十
六
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

総
会
の
第
十
四
回
会
期
に
お
い
て
採
択
し
た
文
化
に
関
す
る
国
際
協
力
の
原
則
に
関
す
る
宣
言
の
重
要
性
を
想
起
し
、

科
学
的
、
文
化
的
及
び
教
育
的
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
文
化
財
の
諸
国
間
の
交
流
に
よ
り
、
人
類
の
文
明
に
関
す
る
知
識

が
増
大
し
、
す
べ
て
の
人
民
の
文
化
的
な
生
活
が
豊
か
に
な
り
並
び
に
諸
国
間
が
相
互
に
尊
重
し
及
び
評
価
す
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
考
慮
し
、

文
化
財
が
文
明
及
び
国
の
文
化
の
基
本
的
要
素
の
一
で
あ
る
こ
と
並
び
に
文
化
財
の
真
価
は
そ
の
起
源
、
歴
史
及
び
伝
統
に

つ
い
て
の
で
き
る
限
り
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
の
み
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

自
国
の
領
域
内
に
存
在
す
る
文
化
財
を
盗
難
、
盗
掘
及
び
不
法
な
輸
出
の
危
険
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
各
国
の
義
務
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、

こ
れ
ら
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
各
国
が
自
国
及
び
他
の
す
べ
て
の
国
の
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
道
義
的
責
任
を
一
層
認



識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

文
化
施
設
と
し
て
の
博
物
館
、
図
書
館
及
び
公
文
書
館
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
道
義
上
の
原
則
に
従
っ
て
収
集
を
行
う
こ

と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
国
際
条
約
を
関
係
諸
国
に
勧
告
す
る
こ
と
に
よ
り
諸
国
間
の
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

そ
の
任
務
の
一
と
し
て
い
る
が
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
は
こ
の
諸
国
間
の
理
解
の
障
害
と
な
る
こ

と
を
考
慮
し
、

文
化
遺
産
の
保
護
は
、
各
国
の
国
内
に
お
い
て
、
か
つ
、
諸
国
間
で
緊
密
に
協
力
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
効
果
的
に
行

わ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
が
千
九
百
六
十
四
年
に
こ
の
趣
旨
の
勧
告
を
採
択
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、

総
会
の
第
十
六
回
会
期
の
議
事
日
程
の
第
十
九
議
題
で
あ
る
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及

び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
新
た
な
提
案
を
受
け
、

総
会
の
第
十
五
回
会
期
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
が
国
際
条
約
の
対
象
と
な
る
べ
き
こ
と
を
決
定
し
て
、

こ
の
条
約
を
千
九
百
七
十
年
十
一
月
十
四
日
に
採
択
す
る
。



第
一
条

こ
の
条
約
の
適
用
上

「
文
化
財
」
と
は
、
宗
教
的
理
由
に
よ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
各
国
が
考
古
学
上
、
先
史
学
上
、
史

、

学
上
、
文
学
上
、
美
術
上
又
は
科
学
上
重
要
な
も
の
と
し
て
特
に
指
定
し
た
物
件
で
あ
っ
て
、
次
の
分
類
に
属
す
る
も
の
を
い

う
。

動
物
学
上
、
植
物
学
上
、
鉱
物
学
上
又
は
解
剖
学
上
希
少
な
収
集
品
及
び
標
本
並
び
に
古
生
物
学
上
関
心
の
対
象
と
な

(a）
る
物
件

科
学
技
術
史
、
軍
事
史
、
社
会
史
そ
の
他
の
歴
史
、
各
国
の
指
導
者
、
思
想
家
、
科
学
者
又
は
芸
術
家
の
生
涯
及
び
各

(b)
国
の
重
大
な
事
件
に
関
す
る
物
件

正
規
の
発
掘
、
盗
掘
そ
の
他
の
考
古
学
上
の
発
掘
又
は
考
古
学
上
の
発
見
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
物
件

(c)

美
術
的
若
し
く
は
歴
史
的
記
念
工
作
物
又
は
分
断
さ
れ
た
考
古
学
的
遺
跡
の
部
分

(d)

製
作
後
百
年
を
超
え
る
古
代
遺
物
（
例
え
ば
、
金
石
文
、
貨
幣
、
刻
印
）

(e)

民
族
学
的
関
心
の
対
象
と
な
る
物
件

(f)

美
術
的
関
心
の
対
象
と
な
る
物
件
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の

(g)

(i)

(iv)



肉
筆
の
書
画
（
画
布
及
び
材
料
を
問
わ
な
い
も
の
と
し
、
意
匠
及
び
手
作
業
で
装
飾
し
た
加
工
物
を
除

(i)
く

）
。彫

刻
、
塑
像
、
鋳
像
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
美
術
品
（
材
料
を
問
わ
な
い

）。

(ii)

銅
版
画
、
木
版
画
、
石
版
画
そ
の
他
の
版
画

(iii)

美
術
的
に
構
成
し
又
は
合
成
し
た
物
件
（
材
料
を
問
わ
な
い

）。

(iv)
単
独
で
又
は
一
括
す
る
こ
と
に
よ
り
特
別
な
関
心
（
歴
史
的
、
美
術
的
、
科
学
的
、
文
学
的
そ
の
他
の
関
心
）
を
有
す

(h)

る
希
少
な
手
書
き
文
書
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
、
古
い
書
籍
、
文
書
及
び
出
版
物

単
独
の
又
は
一
括
さ
れ
た
郵
便
切
手
、
収
入
印
紙
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件

(i)

音
声
、
写
真
又
は
映
画
に
よ
る
記
録
そ
の
他
の
記
録

(j)

古
い
楽
器
及
び
製
作
後
百
年
を
超
え
る
家
具

(k)

第
二
条

１

締
約
国
は
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
が
当
該
文
化
財
の
原
産
国
の
文
化
遺
産
を
貧
困
化
さ
せ
る

主
要
な
原
因
の
一
で
あ
る
こ
と
並
び
に
国
際
協
力
が
こ
れ
ら
の
不
法
な
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
か
ら
各
国
の



文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な
手
段
の
一
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

２

締
約
国
は
、
こ
の
た
め
、
自
国
の
と
り
得
る
手
段
、
特
に
、
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
の
原
因
を
除
去
し
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
為
を
停
止
さ
せ
並
び
に
必
要
な
回
復
を
行
う
た
め
に
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
法
な
輸
入
、
輸
出

及
び
所
有
権
移
転
を
阻
止
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
三
条

締
約
国
が
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
と
る
措
置
に
反
し
て
行
わ
れ
た
文
化
財
の
輸
入
、
輸
出
又
は
所
有
権
移
転
は
、
不
法
と
す

る
。

第
四
条

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
締
約
国
は
、
次
の
種
類
の
文
化
財
が
各
国
の
文
化
遺
産
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

各
国
の
国
民
（
個
人
で
あ
る
か
集
団
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い

）
の
才
能
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
文
化
財
、
及
び
各
国

。

(a)
の
領
域
内
に
居
住
す
る
外
国
人
又
は
無
国
籍
者
に
よ
り
そ
の
領
域
内
で
創
造
さ
れ
た
文
化
財
で
あ
っ
て
当
該
国
に

と
っ
て
重
要
な
も
の

各
国
の
領
域
内
で
発
見
さ
れ
た
文
化
財

(b)



考
古
学
、
民
族
学
又
は
自
然
科
学
の
調
査
団
が
そ
の
原
産
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
同
意
を
得
て
取
得
し
た
文
化
財

(c)

自
由
な
合
意
に
基
づ
い
て
交
換
さ
れ
た
文
化
財

(d)

そ
の
原
産
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
同
意
を
得
て
、
贈
与
さ
れ
又
は
合
法
的
に
購
入
し
た
文
化
財

(e)

第
五
条

締
約
国
は
、
次
の
任
務
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
十
分
な
数
の
適
格
な
職
員
を
有
す
る
一
又
は
二
以
上
の
文
化
遺
産
保

護
の
た
め
の
国
内
機
関
が
ま
だ
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
自
国
に
と
っ
て
適
当
な
と
き
は
、
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所

有
権
移
転
か
ら
文
化
財
を
保
護
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
国
内
機
関
を
自
国
の
領
域
内
に
設
置
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
。

文
化
遺
産
の
保
護
、
特
に
、
重
要
な
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
の
防
止
を
確
保
す
る
た
め
の
法

(a)
令
案
の
作
成
に
貢
献
す
る
こ
と
。

自
国
の
保
護
物
件
目
録
に
基
づ
き
、
重
要
な
公
私
の
文
化
財
で
あ
っ
て
そ
の
輸
出
に
よ
り
自
国
の
文
化
遺
産
を
著
し
く

(b）
貧
困
化
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
一
覧
表
を
作
成
し
及
び
常
時
最
新
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

文
化
財
の
保
存
及
び
展
示
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
科
学
技
術
に
係
る
施
設
（
博
物
館
、
図
書
館
、
公
文
書
館
、
研

(c)



究
所
、
作
業
場
等
）
の
発
展
又
は
設
置
を
促
進
す
る
こ
と
。

考
古
学
上
の
発
掘
の
管
理
を
組
織
的
に
行
い
、
あ
る
種
の
文
化
財
の
現
地
保
存
を
確
保
し
、
及
び
将
来
の
考
古
学
的
研

(d)
究
の
た
め
に
保
存
さ
れ
た
地
区
を
保
護
す
る
こ
と
。

関
係
者
（
博
物
館
の
管
理
者
、
収
集
家
、
古
物
商
等
）
の
た
め
に
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
倫
理
上
の
原
則
に
従
っ
て
規

(e)
則
を
定
め
、
そ
の
規
則
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

す
べ
て
の
国
の
文
化
遺
産
に
対
す
る
尊
重
を
促
し
及
び
育
成
す
る
た
め
の
教
育
的
措
置
を
と
り
、
並
び
に
こ
の
条
約
の

(f)
規
定
に
関
す
る
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

文
化
財
の
い
ず
れ
か
が
亡
失
し
た
場
合
に
は
、
適
切
に
公
表
す
る
こ
と
。

(g)

第
六
条

締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

当
該
文
化
財
の
輸
出
が
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
輸
出
国
が
明
記
す
る
適
当
な
証
明
書
を
導
入
す
る
こ
と
。
こ

(a)
の
証
明
書
は
、
規
則
に
従
っ
て
輸
出
さ
れ
る
文
化
財
の
す
べ
て
の
物
件
に
添
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

に
規
定
す
る
輸
出
許
可
に
つ
い
て
の
証
明
書
が
添
付
さ
れ
な
い
限
り
、
文
化
財
が
自
国
の
領
域
か
ら
輸
出
さ
れ
る
こ

(b)

(a)



と
を
禁
止
す
る
こ
と
。

に
規
定
す
る
禁
止
を
適
当
な
手
段
に
よ
り
、
特
に
、
文
化
財
を
輸
出
し
又
は
輸
入
す
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
て

(c)

(b)
公
表
す
る
こ
と
。

第
七
条

締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
博
物
館
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
が
他
の
締
約
国
を
原
産
国
と
す
る
文
化
財
で
あ
っ
て

(a)
こ
の
条
約
が
関
係
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
不
法
に
輸
出
さ
れ
た
も
の
を
取
得
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
国

内
法
に
従
っ
て
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。
こ
の
条
約
が
こ
れ
ら
の
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
当
該
文
化
財
の
原

産
国
で
あ
る
締
約
国
か
ら
不
法
に
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
の
提
供
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
原
産
国
に
対
し
、

で
き
る
限
り
そ
の
旨
を
通
報
す
る
こ
と
。

他
の
締
約
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
博
物
館
、
公
共
の
記
念
工
作
物
（
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な

(b)
(i)
い

）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
か
ら
こ
の
条
約
が
関
係
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
盗
取
さ
れ
た
文
化
財

。
（
当
該
施
設
の
所
蔵
品
目
録
に
属
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
に
限
る

）
の
輸
入
を
禁
止
す
る
こ
と
。

。



原
産
国
で
あ
る
締
約
国
が
要
請
す
る
場
合
に
は

（
ｉ
）
に
規
定
す
る
文
化
財
で
あ
っ
て
こ
の
条
約
が
関
係
国
に
つ

、

(ii)
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
回
復
し
及
び
返
還
す
る
た
め
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
。
た
だ
し
、
要

請
を
行
う
締
約
国
が
当
該
文
化
財
の
善
意
の
購
入
者
又
は
当
該
文
化
財
に
対
し
て
正
当
な
権
原
を
有
す
る
者
に
対
し
適

正
な
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
回
復
及
び
返
還
の
要
請
は
、
外
交
機
関
を
通
じ
て
行
う
。
要
請
を
行
う

締
約
国
は
、
回
復
及
び
返
還
に
つ
い
て
の
権
利
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
そ
の
他
の
証
拠
資
料
を
自
国
の
負
担

で
提
出
す
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
従
っ
て
返
還
さ
れ
る
文
化
財
に
対
し
関
税
そ
の
他
の
課
徴
金
を
課
し
て

は
な
ら
な
い
。
文
化
財
の
返
還
及
び
引
渡
し
に
係
る
す
べ
て
の
経
費
は
、
要
請
を
行
う
締
約
国
が
負
担
す
る
。

第
八
条

締
約
国
は
、
第
六
条

及
び
前
条

に
定
め
る
禁
止
に
関
す
る
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
に
対

(b)

(b)

し
、
刑
罰
又
は
行
政
罰
を
科
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
九
条

考
古
学
上
又
は
民
族
学
上
の
物
件
の
略
奪
に
よ
り
自
国
の
文
化
遺
産
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
締
約
国
は
、
影
響
を
受
け

る
他
の
締
約
国
に
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
締
約
国
は
、
国
際
的
に
協
調
し
て
行
わ
れ
た
努
力
で



あ
っ
て
、
必
要
な
具
体
的
措
置
（
個
別
の
物
件
の
輸
出
、
輸
入
及
び
国
際
取
引
の
規
制
等
）
を
決
定
し
及
び
実
施
す
る
た
め
の

も
の
に
参
加
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
各
関
係
国
は
、
合
意
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
要
請
を
行
う
国
の
文
化
遺
産
が
回
復
し
難

い
損
傷
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
暫
定
措
置
を
と
る
。

第
十
条

締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

教
育
、
情
報
提
供
及
び
監
視
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
締
約
国
か
ら
不
法
に
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
の
移
動
を
制
限
す
る

(a)
こ
と
。
ま
た
、
自
国
に
と
っ
て
適
当
な
場
合
に
は
、
文
化
財
の
各
物
件
ご
と
の
出
所
、
供
給
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に

売
却
し
た
各
物
件
の
特
徴
及
び
価
格
を
記
録
し
た
台
帳
を
常
備
す
る
こ
と
並
び
に
文
化
財
の
買
手
に
対
し
当
該
文
化
財
に

つ
い
て
輸
出
禁
止
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
古
物
商
に
義
務
付
け
る
こ
と
。
こ
の
義
務
に

違
反
し
た
者
に
は
、
刑
罰
又
は
行
政
罰
を
科
す
る
。

文
化
財
の
価
値
並
び
に
盗
取
、
盗
掘
及
び
不
法
な
輸
出
が
文
化
遺
産
に
も
た
ら
す
脅
威
に
つ
き
教
育
を
通
じ
て
国
民
に

(b)
認
識
さ
せ
及
び
そ
の
よ
う
な
認
識
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

第
十
一
条



外
国
に
よ
る
国
土
占
領
に
直
接
又
は
間
接
に
起
因
す
る
強
制
的
な
文
化
財
の
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
は
、
不
法
で
あ
る
と
み

な
す
。

第
十
二
条

締
約
国
は
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
内
に
存
在
す
る
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
も
の
と
し
、
当
該
領

域
に
お
け
る
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
た
め
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と

る
。

第
十
三
条

締
約
国
は
、
ま
た
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

文
化
財
の
不
法
な
輸
入
又
は
輸
出
を
促
す
お
そ
れ
の
あ
る
所
有
権
移
転
を
す
べ
て
の
適
当
な
手
段
に
よ
っ
て
防
止
す
る

(a)
こ
と
。

不
法
に
輸
出
さ
れ
た
文
化
財
が
そ
の
正
当
な
所
有
者
に
で
き
る
限
り
速
や
か
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め

(b)
に
自
国
の
権
限
の
あ
る
機
関
が
協
力
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

亡
失
し
若
し
く
は
盗
取
さ
れ
た
文
化
財
の
物
件
の
正
当
な
所
有
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
提
起
す
る
当
該
物
件
の
回
復
の

(c)



訴
え
を
認
め
る
こ
と
。

各
締
約
国
が
特
定
の
文
化
財
に
つ
い
て
譲
渡
を
禁
止
し
、
そ
の
結
果
当
然
に
輸
出
も
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
分
類
し
及

(d)
び
宣
言
す
る
こ
と
は
当
該
締
約
国
の
奪
い
得
な
い
権
利
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
並
び
に
当
該
文
化
財
が
輸
出
さ
れ
た
場
合

に
は
当
該
締
約
国
が
そ
れ
を
回
復
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

第
十
四
条

締
約
国
は
、
不
法
な
輸
出
を
防
止
し
及
び
こ
の
条
約
の
実
施
に
よ
っ
て
生
ず
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
文
化
遺
産
の
保
護

に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
国
内
機
関
に
対
し
で
き
る
限
り
十
分
な
予
算
を
配
分
す
る
も
の
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の

た
め
の
基
金
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
。

第
十
五
条

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
こ
の
条
約
が
関
係
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
前
に
そ
の
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
原
産

国
の
領
域
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
の
返
還
に
関
し
、
締
約
国
の
間
で
特
別
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
又
は
既
に
締
結
し
た

協
定
の
実
施
を
継
続
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
十
六
条



締
約
国
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
が
決
定
す
る
期
限
及
び
様
式
で
同
総
会
に
提
出
す
る
定
期
報
告
に
お
い

て
、
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
た
め
に
自
国
が
と
っ
た
立
法
措
置
、
行
政
措
置
そ
の
他
の
措
置
及
び
こ
の
分
野
で
得
た
経
験
の
詳

細
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

第
十
七
条

１

締
約
国
は
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
技
術
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
提
供
及
び
教
育

(a)

協
議
及
び
専
門
家
の
助
言

(b)

調
整
及
び
あ
っ
せ
ん

(c)
２

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
文
化
財
の
不
法
な
移
動
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
、
自
発
的
に
調
査
研
究
を
行
い
及
び

研
究
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
こ
の
た
め
、
権
限
の
あ
る
非
政
府
機
関
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
は
、
こ
の
条
約
の
実
施
に
関
し
、
締
約
国
に
対
し
自
発
的
に
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。



５

こ
の
条
約
の
実
施
に
関
し
て
現
に
係
争
中
の
少
な
く
と
も
二
の
締
約
国
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
際
連
合
教
育

科
学
文
化
機
関
は
、
当
該
締
約
国
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条

こ
の
条
約
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
り
作
成
す
る
。

第
十
九
条

１

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
加
盟
国
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
憲
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
批
准
さ

れ
又
は
受
諾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

批
准
書
又
は
受
諾
書
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

第
二
十
条

１

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
非
加
盟
国
で
同
機
関
の
執
行
委
員
会
が
招
請
す
る
す
べ
て
の
国
に
よ
る

加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

２

加
入
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
加
入
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

第
二
十
一
条



こ
の
条
約
は
、
三
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
加
入
書
が
寄
託
さ
れ
た
日
の
後
三
箇
月
で
、
そ
の
寄
託
の
日
以
前
に
批
准

書
、
受
諾
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
国
に
つ
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
条
約
は
、
そ
の
他
の
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の

批
准
書
、
受
諾
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
二
条

締
約
国
は
、
自
国
の
本
土
領
域
の
み
で
な
く
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
す
べ
て
の
領
域
に
つ
い
て
も
こ

の
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
締
約
国
は
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
つ
い
て
の
こ
の
条
約
の
適
用
を
確
保
す
る
た
め
、
批

准
、
受
諾
又
は
加
入
の
時
ま
で
に
こ
れ
ら
の
領
域
の
政
府
又
は
他
の
権
限
の
あ
る
当
局
と
必
要
に
応
じ
て
協
議
す
る
こ
と
を
約

束
し
、
ま
た
、
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
領
域
を
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
通
告
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ

の
通
告
は
、
そ
の
受
領
の
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
三
条

１

締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
又
は
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領
域
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

廃
棄
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
文
書
に
よ
り
通
告
す
る
。



３

廃
棄
は
、
廃
棄
書
の
受
領
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
四
条

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
は
、
同
機
関
の
加
盟
国
及
び
第
二
十
条
に
規
定
す
る
同
機
関
の
非
加
盟
国
並
び
に

国
際
連
合
に
対
し
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
批
准
書
、
受
諾
書
及
び
加
入
書
の
寄
託
並
び
に
前
二
条

に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
通
告
及
び
廃
棄
を
通
報
す
る
。

第
二
十
五
条

１

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
に
お
い
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
改
正
は
、
改
正
条
約

の
当
事
国
と
な
る
国
の
み
を
拘
束
す
る
。

２

総
会
が
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
す
る
条
約
を
新
た
に
採
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
条
約
に
別
段
の
規
定

が
な
い
限
り
、
批
准
、
受
諾
又
は
加
入
の
た
め
の
こ
の
条
約
の
開
放
は
、
そ
の
改
正
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
終
止
す

る
。

第
二
十
六
条

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
の
要
請
に
よ
り
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
、



国
際
連
合
事
務
局
に
登
録
す
る
。

千
九
百
七
十
年
十
一
月
十
七
日
に
パ
リ
で
、
総
会
の
第
十
六
回
会
期
の
議
長
及
び
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長

の
署
名
を
有
す
る
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
本
書
は
、
同
機
関
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
第
十

九
条
及
び
第
二
十
条
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
国
並
び
に
国
際
連
合
に
送
付
す
る
。

以
上
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
が
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
て
千
九
百
七
十
年
十
一
月
十
四
日
に
閉
会
を
宣
言

さ
れ
た
そ
の
第
十
六
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
条
約
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
千
九
百
七
十
年
十
一
月
十
七
日
に
署
名
し
た
。

総
会
議
長

ア
テ
ィ
リ
オ
・
デ
ロ
ロ
・
マ
イ
ニ



事
務
局
長

ル
ネ
・
マ
ウ



○
文
部
科
学
省
令
第
四
十
三
号

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

遠
山

敦
子

国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

（
国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
文

化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
四
条
但
書
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
第
五
号
中
「
又
は
輸
出
」
を
削
り
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。



六

法
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
行
う
輸
出
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
。

第
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
四
条
但
書
」
に
改
め
る
。

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
及
び
輸
出
並
び
に
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る

規
則

第
一
条
の
見
出
し
中
「
許
可
」
を
「
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
」
に
改
め
、
同
条
中
「
許
可
申
請

者
」
を
「
現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
許
可
申
請
書
」
を
「
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第

四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
許
可
申
請
者
」
を
「
現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
」
に
改
め
る
。



第
五
条
第
一
項
中
「
第
三
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
四
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

３

法
第
四
十
四
条
但
書
又
は
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
輸
出
を

終
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

法
第
四
十
四
条
但
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
」

と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数

二

指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
番
号

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名



五

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由

六

輸
出
の
時
期
又
は
期
間

七

輸
出
に
お
け
る
輸
送
方
法

八

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
主
催
者
、
名
称
、
会
場
及
び
会
期

九

輸
出
後
の
展
覧
会
等
に
お
け
る
管
理
方
法

十

輸
出
及
び
展
覧
会
等
に
お
け
る
保
険
に
関
す
る
事
項

十
一

輸
出
後
の
展
覧
会
等
に
お
け
る
警
備
方
法

十
二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
四
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
写
真

二

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
概
要
及
び
会
場
図
面

三

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
主
催
者
と
の
協
定
書



四

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
資
料

五

重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
承
諾
書

六

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
が
管
理
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管

理
団
体
の
承
諾
書

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
の
申
請
）

第
五
条

法
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出

許
可
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数

二

指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
番
号

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の



氏
名

五

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由

六

輸
出
の
時
期
又
は
期
間

七

仕
向
地
並
び
に
受
取
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

八

輸
出
後
に
お
け
る
取
扱
い
の
予
定
の
概
要

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
六
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
写
真

二

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
資
料

三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
承
諾
書

四

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
が
管
理
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
と
き

は
、
管
理
団
体
の
承
諾
書



五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
、
輸
出
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
、
輸
出
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
三

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
又
は
輸
出
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
第
八
条
を
第
七
条
と
す
る
。

附

則



１

こ
の
省
令
は
、
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四

年
十
二
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
四
条
但
書
の
規
定
に
よ
り

さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



○

国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
表
（
第
一
条
関
係
）

（
昭
和
二
十
六
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号
）

改

正

案

現

行

（
所
在
の
場
所
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
等
）

（
所
在
の
場
所
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
等
）

第
八
条

法
第
三
十
四
条
但
書
の
規
定
に
よ
り
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
所
在
の

第
八
条

法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
所

場
所
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該

る
場
合
と
す
る
。

当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
～
十
一

（
略
）

一
～
十
一

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
の
記
載
事
項
等
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
届
出
書
の
記
載
事
項
等
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

２

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
但
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い

条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に

て
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

つ
い
て
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す

一
～
四

（
略
）

る
。

五

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
行
う
現
状
変

一
～
四

（
略
）

更
等
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
行
う
現
状
変

六

法
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
行
う
輸
出
の

更
等
又
は
輸
出
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

七

（
略
）

八

（
略
）

六

（
略
）

九

（
略
）

七

（
略
）



十

（
略
）

八

（
略
）

３

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

九

（
略
）

条
但
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い

３

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

て
届
出
の
際
指
定
書
の
添
付
を
要
し
な
い
場
合
は
、
前
条
第
二
項
の
場
合
と
す

条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に

る
。

つ
い
て
届
出
の
際
指
定
書
の
添
付
を
要
し
な
い
場
合
は
、
前
条
第
二
項
の
場
合

４

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

と
す
る
。

条
但
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い

４

法
第
五
十
六
条
の
十
二
又
は
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
四

て
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
場
合
は
、
前

条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
に

条
第
三
項
の
場
合
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す

つ
い
て
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
場
合

る
。

は
、
前
条
第
三
項
の
場
合
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
国
の
所
有
に
属
す
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管

理
に
関
す
る
通
知
書
の
記
載
事
項
等
）

（
国
の
所
有
に
属
す
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管

第
十
条

（
略
）

理
に
関
す
る
通
知
書
の
記
載
事
項
等
）

２

法
第
九
十
条
第
二
項
で
準
用
す
る
（
同
項
で
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
十

第
十
条

（
略
）

二
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
法
第
三
十
四
条
但
書
の
規
定
に
よ
り
通
知
を

２

法
第
九
十
条
第
二
項
で
準
用
す
る
（
同
項
で
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
十

。

要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

二
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
通

。

一
～
七

（
略
）

知
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

一
～
七

（
略
）

３
・
４

（
略
）



○

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
表
（
第
二
条
関
係
）

（
昭
和
二
十
九
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）

改

正

案

現

行

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
及
び
輸
出
並
び
に
重
要
有
形
民
俗
文

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則

化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
申
請
）

（
許
可
の
申
請
）

第
一
条

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」

第
一
条

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う

）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

と
い
う

）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

。

。

（
以
下
「
現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
」
と
い
う

）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

（
以
下
「
許
可
申
請
者
」
と
い
う

）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許

。

。

記
載
し
た
許
可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
（
法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び

可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
（
法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
文
化
財
保
護

文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
令
」

法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う

）
。

と
い
う

）
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
都
道
府
県
又

第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市

。

は
指
定
都
市
等
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

等
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中

第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に

核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に
は
、
当
該
都
道

。

。

は
、

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば

府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら

な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏

七

許
可
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
事

名
並
び
に
事
務
所
の
所
在
地

務
所
の
所
在
地

八
～
十
四

（
略
）

八
～
十
四

（
略
）



（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
書
の
添
附
書
類
等
）

（
許
可
申
請
書
の
添
附
書
類
等
）

第
二
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添

第
二
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者

四

許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
承
諾
書

の
承
諾
書

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
が
管
理

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
許
可
申
請
者
が
管
理
責
任
者
以
外

責
任
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
責
任
者
の
承
諾
書

の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
責
任
者
の
承
諾
書

六

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
現
状
変
更
等
許
可
申
請
者
が
管
理
団

六

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
許
可
申
請
者
が
管
理
団
体
以
外
の
者

体
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
承
諾
書

で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
承
諾
書

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

法
第
四
十
四
条
但
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以

下
「
重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
」
と
い
う

）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

。

を
記
載
し
た
許
可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数

二

指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
番
号

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

五

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由

六

輸
出
の
時
期
又
は
期
間



七

輸
出
に
お
け
る
輸
送
方
法

八

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
主
催
者
、
名
称
、
会
場
及
び
会
期

九

輸
出
後
の
展
覧
会
等
に
お
け
る
管
理
方
法

十

輸
出
及
び
展
覧
会
等
に
お
け
る
保
険
に
関
す
る
事
項

十
一

輸
出
後
の
展
覧
会
等
に
お
け
る
警
備
方
法

十
二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
四
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
写
真

二

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
概
要
及
び
会
場
図
面

三

輸
出
後
の
展
覧
会
等
の
主
催
者
と
の
協
定
書

四

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
資
料

五

重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、

所
有
者
の
承
諾
書

六

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
等
輸
出
許
可
申
請
者
が

管
理
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
承
諾
書

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
の
申
請
）

第
五
条

法
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る



者
（
以
下
「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
」
と
い
う

）
は
、
次

。

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数

二

指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
番
号

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

五

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由

六

輸
出
の
時
期
又
は
期
間

七

仕
向
地
並
び
に
受
取
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

八

輸
出
後
に
お
け
る
取
扱
い
の
予
定
の
概
要

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
六
条

前
条
の
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
写
真

二

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
資
料

三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申
請
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と

き
は
、
所
有
者
の
承
諾
書



四

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
輸
出
許
可
申

請
者
が
管
理
団
体
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
承
諾
書

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料

（
終
了
の
報
告
）

（
終
了
の
報
告
）

第
七
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
四
十
四
条
但
書
又
は
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
輸
出
を
終
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の

旨
を
文
化
庁
長
官
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
維
持
の
措
置
の
範
囲
）

（
維
持
の
措
置
の
範
囲
）

第
八
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

（
国
の
機
関
に
よ
る
現
状
変
更
等
）

（
国
の
機
関
に
よ
る
現
状
変
更
等
）

第
九
条

各
省
各
庁
の
長
そ
の
他
の
国
の
機
関
が
、
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現

第
五
条

各
省
各
庁
の
長
そ
の
他
の
国
の
機
関
が
、
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
の
現

状
変
更
等
に
つ
い
て
、
法
第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に

状
変
更
等
に
つ
い
て
、
法
第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
同
意
を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
を
、
法

よ
る
同
意
を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
を
、
法

第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
受
け
た
場
合

第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
受
け
た
場
合

に
は
第
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

に
は
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



○

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
、
輸
出
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
表
（
第
三
条
関
係
）

（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
三
十
号
）

改

正

案

現

行

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
、
輸
出
及
び
公
開
の
届
出
等
に
関
す

る
規
則

（
輸
出
の
届
出
）

第
二
条

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

の
輸
出
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
行
う
も
の

と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項

二

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由

三

仕
向
地
並
び
に
受
取
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

四

輸
出
後
に
お
け
る
取
扱
い
の
予
定
の
概
要

五

輸
出
の
時
期
又
は
期
間

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

前
項
の
届
出
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。一

輸
出
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
資
料

二

届
出
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書



三

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
届
出
者
が
管
理
責
任
者
以
外
の
者

で
あ
る
と
き
は
、
管
理
責
任
者
の
意
見
書

四

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
届
出
者
が
管
理
団
体
以
外
の
者
で
あ

る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
意
見
書

（
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
二
条

前
条
の
届
出
の
書
面
又
は
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又

（
記
載
事
項
等
の
変
更
）

は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長

第
三
条

前
二
条
の
届
出
の
書
面
又
は
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、

官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁

長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
終
了
の
報
告
）

第
三
条

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
等
の
届
出
を

（
終
了
の
報
告
）

行
つ
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
現
状
変
更
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

第
四
条

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
等
又
は
輸
出

く
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

の
届
出
を
行
つ
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
現
状
変
更
等
又
は
輸
出
が
終
了
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
四
条

（
略
）

（
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
五
条

（
略
）

（
国
の
所
有
に
属
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
通
知
）

第
五
条

法
第
九
十
条
第
一
項
第
六
号
の
場
合
に
係
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の

（
国
の
所
有
に
属
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
通
知
）

現
状
変
更
等
又
は
輸
出
の
通
知
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
規

第
六
条

法
第
九
十
条
第
一
項
第
六
号
の
場
合
に
係
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の

定
を
準
用
す
る
。

現
状
変
更
等
又
は
輸
出
の
通
知
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規

２

法
第
九
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
た

定
を
準
用
す
る
。

だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
要
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
を

２

法
第
九
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
た



準
用
す
る
。

だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
要
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
公
開
の
事
前
の
届
出
）

第
六
条

（
略
）

（
公
開
の
事
前
の
届
出
）

第
七
条

（
略
）

（
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
に
お
け
る
公
開
の
届
出
）

第
七
条

（
略
）

（
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
に
お
け
る
公
開
の
届
出
）

第
八
条

（
略
）



国際博物館会議（ICOM) 倫理規程

昭和61年(1986年) 第15回ブエノスアイレス大会決定

平成13年(2001年) 第19回バルセロナ大会改訂

Ⅱ 博物館倫理

2．博物館管理の基本原則

2.9 陳列、展示および特別活動

、 、 、 、博物館の主要な業務は 将来のためにその収蔵品を保存し 研究 教育活動

常設陳列、特別展示その他の特別活動を通じて知識の発展と普及のために収蔵

品を用いることである。こうした活動は、博物館の明確な方針および教育目的

にしたがって行われるべきであり、収蔵品の質もしくは適切な管理を損なって

はならない。博物館は、由来不明の資料の陳列は文化財の違法取引を容認して

いると見なされる可能性があることを知るべきである。博物館は、どのような

手段であれ、博物館が公表する情報は、学問的に正確で、誠実で、客観的なも

のであり、学問的に十分根拠のあるものであることを保証するように努めるべ

きである。

3．博物館収蔵品の取得

3.2 違法資料の取得

資料及び標本の不法取引は、史跡、民族文化および生物の生息環境の破壊を

、 、 。促し 地方レベル 国レベルおよび世界レベルでの盗難を助長するものである

このことは、絶滅寸前の動植物の種を危険におとしいれ、国連の「生物多様性

に関する条約(1992年 」に違反し、各国の遺産および国際遺産を尊重する精）

神に反するものである。博物館は、市場の不法な取引きから、人間環境および

自然環境の破壊ならびに知識の喪失が起こることを認識すべきである。博物館

の専門職員は、博物館が直接的にも間接的にも何らかの方法で不法売買を支援

することは極めて非倫理的なことであると断言しなければならない。

博物館は、法的に有効な所有権を取得できるということを管理機関および担

当職員が納得しない限り、いかなる資料もしくは標本も、購入、寄贈、貸与、

遺贈もしくは交換により取得すべきではない。このため、あらゆる努力を払っ

て 資料もしくは標本が その原産国もしくは適法に所有されていた中継国 博、 、 （

物館の自国も含む）において違法に取得されたものではなく、または、そのよ

うな国から違法に輸出されたものでないことを確認しなければならない。従っ

て、取得を検討する前に、発見もしくは生産に始まる当該品の完全な履歴を懸

命に検証すべきである。


